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正
午
よ
り
千
種
支
部
長
の
後
藤
実

氏
の
司
会
に
よ
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
の
辞
を
恩
田
副
会
長
が
、

鷲
見
連
合
会
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を

し
、
続
い
て
村
上
県
板
理
事
長
が

挨
拶
さ
れ
、
長
引
く
厳
し
い
業
界

の
な
か
２
０
０
５
年
万
博
と
同
年

§蕊

雌
伽
さ
れ
日
曜
日
に

開
催
と
な
り
、
名
古

屋
市
千
而
区
池
下
の

愛
知
厚
生
年
金
会
館

に
お
い
て
「
２
０
０

５
年
全
板
愛
知
大
会

を
成
功
さ
せ
よ
う
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
開
催
さ
れ
た
。

大
寒
、
前
日
の
わ
り

に
穏
や
か
な
日
に
恵

ま
れ
て
１
９
１
名

（
ご
来
賓
含
め
）
も

の
参
加
が
あ
り
、
午

前
ｕ
時
よ
り
受
付
、

小
正
月
も
過
ぎ
た
１
月
四
日
側
、

平
成
焔
年
愛
知
県
板
金
工
業
組
合

新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

今
回
は
名
古
屋
板
金
連
合
の
担

当
に
よ
り
、
早
く
か
ら
、
鷲
見
連

合
会
長
他
、
幹
事
の
方
々
に
よ
り
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傍
あ
い
さ
つ
す
る
村
上
理
事
長
ト
祝
辞
を
述
べ
る
神
田
知
事

３

霞

た
。

ま
も
な
く
、
神
田
真
秋
愛
知
県

知
事
が
お
忙
し
い
中
を
ぬ
っ
て
の

ご
来
場
を
頂
き
、
挨
拶
と
名
刺
交

換
を
さ
れ
慌
た
だ
し
く
退
席
さ
れ

た
。
続
い
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
女
性
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
宇
藤
舞

姫
さ
ん
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

マ
ジ
ッ
ク
や
カ
ラ
オ
ケ
に
と
宴
た

け
な
わ
な
中
、
次
回
開
催
ブ
ロ
ッ

ク
の
尾
張
板
金
連
合
会
長
、
細
野

清
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。
中
締
め
と

し
て
日
本
鉄
板
㈱
名
古
屋
支
店
長

小
林
晴
久
氏
が
締
め
括
ら
れ
た
後

名
古
屋
板
金
連
合
会
副
会
長
、
鈴

木
準
一
氏
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
２

時
間
半
程
の
平
成
巧
年
新
年
懇
親

会
を
終
了
し
た
。

熱
田
・
南
伊
藤

２

て
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
各
支
部
長
に
参
加

費
を
添
え
て
申
込
み
下
さ
い
。

◆
参
加
費
７
３
，
０
０
０
円

（
大
会
参
加
費
を
含
む
）

◆
申
込
締
切
平
成
焔
年
２
月
犯
日
園

大
会
は
、
平
成
焔
年
５
月
過
日

㈱
「
函
館
市
民
会
館
」
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
左
記

の
行
程
で
計
画
し
ま
し
た
。
組
合

員
の
方
々
の
多
数
の
参
加
を
願
っ
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～
参
加
者
募
集
～

第
弱
回
全
国
建
築
板
金
業
者
北
海
道
大
会
川
函
館

身

傍
懇
親
会
風
景

開
催
の
「
全
板
愛
知
大
会
」
の
成

功
に
向
け
て
の
準
備
と
協
力
を
呼

び
掛
け
ら
れ
た
。

続
い
て
来
賓
と
し
て
、
神
田
真

秋
愛
知
県
知
事
が
ご
挨
拶
の
予
定

で
し
た
が
知
事
選
の
真
っ
最
中
と

あ
っ
て
少
し
遅
れ
る
と
の
事
で
、

衆
議
院
議
員
、
木
村
隆
秀
氏
（
建

築
板
金
振
興
議
員
連
盟
）
及
び
県

会
議
員
、
松
山
登
氏
と
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
専
務
理
事
、
柴
田

茂
氏
と
商
社
よ
り
積
水
化
学
工
業

建
材
営
業
所
長
宮
田
敏
行
氏
が
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
ご
挨
拶
し
て
頂
け
な

か
っ
た
方
々
の
紹
介
と
祝
電
の
披

露
が
さ
れ
た
後
、
県
亜
鉛
鉄
板
問

屋
会
副
会
長
、
瀬
戸
正
吾
氏
に
よ

る
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
宴
会
に
入
っ
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'ずや

倖
が
ん
ば
っ
て
ま
す
／

出
来
具
合
は
ど
う
か
な
／
、

篭

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
、
検

定
事
業
の
一
つ
と
し
て
昨
年
旭
月

躯
日
日
、
名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル
で

午
後
３
時
よ
り
技
能
検
定
合
格
証

書
の
伝
達
と
、
実
技
試
験
の
成
績

優
秀
者
に
、
１
．
２
級
と
も
３
位

ま
で
の
表
彰
を
行
っ
た
。

県
板
村
上
章
理
事
長
は
、
挨
拶

に
引
き
続
き
１
．
２
級
合
わ
せ
て

肥
名
（
組
合
外
２
名
除
く
）
一
人

ず
つ
に
合
格
証
普
を
手
渡
し
た
。

来
賓
祝
辞
は
、
愛
知
県
職
業
能

し
一
級
合
格
の
皆
さ
ん

力
開
発
協
会
専
務
理
事
牧
野
安
光

氏
と
㈱
愛
知
県
技
能
士
会
連
合
会

理
事
長
神
谷
基
氏
か
ら
、
技
能
士

の
誕
生
に
当
た
っ
て
、
お
祝
い
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

来
賓
紹
介
で
は
、
岡
崎
技
術
工

学
院
理
事
長
山
本
清
氏
と
、
相
談

役
平
野
弘
氏
、
県
板
か
ら
各
ブ

ロ
ッ
ク
長
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た

謝
辞
を
合
格
者
代
表
と
し
て
永
谷

義
明
君
が
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
。
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回
の
課
題
「
銅
製
花
器
菱
形
」

と
発
表
さ
れ
た
。
課
題
発
表
か
ら

県
予
選
ま
で
例
年
よ
り
期
間
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
１
カ
月
半
余
り

と
短
く
、
年
末
を
控
え
始
ま
る
事

に
な
っ
た
。
ｕ
月
末
か
ら
皿
月
末

ま
で
の
毎
週
１
回
、
片
山
板
金
作

業
所
に
て
選
手
と
部
員
、
過
去
の

出
場
者
を
交
え
て
皿
名
程
が
１
日

の
仕
事
を
終
え
て
か
ら
集
ま
り
、

技
能
・
加
工
技
術
の
意
見
交
換
、

習
す
る
の
み
と
な
っ
た
選
手
を
送

り
出
し
て
、
今
年
の
知
多
板
金
青

年
部
活
動
を
締
め
く
く
っ
た
。
１

月
５
日
に
実
施
さ
れ
る
県
予
選
の

健
闘
を
心
か
ら
祈
る
。

知
多
片
山

一
時
間
あ
ま
り
で
、

こ
の
式
典
を
閉
会
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
同
会

場
で
祝
賀
会
を
行
っ
た
。

（
参
加
者
帥
名
）

〆

§口､璽蕊霧罰

愛

託jｆ

貝
会
終
了
後
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
検
討
の

結
果
７
万
３
千
円
で
参
加
者
を
募

集
す
る
事
に
な
っ
た
）

②
帽
年
度
新
年
懇
親
会
に
つ
い
て

来
賓
名
簿
閏
に
つ
い
て
協
議
し

た
が
、
原
案
通
り
に
決
定
し
た
。

③
理
事
長
よ
り
報
告

。
ｎ
月
妬
日
三
役
会
で
新
年
懇
親

会
の
来
賓
と
県
板
賦
課
金
如
円

値
上
を
検
討
し
た
。

．
ｎ
月
調
日
全
板
連
理
事
長
会
で

全
板
連
賦
課
金
値
上
、
会
館
建

替
え
、
「
板
金
新
聞
」
有
料
化

を
決
定
し
た
。

・
全
板
愛
知
大
会
の
会
場
と
し
て

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
を
仮
予

約
し
た
。

第
６
回
総
務
委
員
会
が
四
月
５

日
午
後
３
時
よ
り
県
板
会
館
に
て

開
か
れ
、
毛
利
委
員
長
を
は
じ
め

正
副
理
事
長
を
含
む
過
名
の
出
席

が
あ
っ
た
。
（
欠
席
２
名
）

委
員
長
及
び
理
事
長
挨
拶
の
後
、

次
の
議
題
が
協
議
さ
れ
た
。

①
全
板
函
館
大
会
に
つ
い
て

５
社
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
・
名
鉄
観
光
・

日
本
旅
行
・
東
急
観
光
・
日
新
旅

行
）
よ
り
提
出
さ
れ
た
見
積
と
コ
ー

ス
を
検
討
し
た
結
果
、
今
回
初
め

て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
を
採
用
す
る
事
に
決
定

し
た
。
コ
ー
ス
と
行
程
に
つ
い
て

一
部
見
直
し
を
要
す
と
の
意
見
が

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
委
員
長

に
一
任
す
る
事
と
な
っ
た
。
（
妾

愛
知
県
能
力
開
発
協
会

会
長
表
彰

１
級
永
谷
義
明

２
級
高
柳
信
悟

㈱
愛
知
県
技
能
士
会

連
合
会
会
長
表
彰

１
級
内
藤
政
徳

２
級
福
田
秀
和

県
板
理
事
長
表
彰

１
級
二
村
芳
祐

２
級
戸
松
幸
弘

一
宮
佐
藤

平
成
通
年
１
月
５
日
⑧
、
岡
崎

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
第

妬
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会
の

愛
知
県
予
選
を
兼
ね
て
い
て
、
各

部
上
位
２
名
が
全
国
大
会
に
出
場

す
る
。

午
前
９
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ

れ
、
本
田
部
長
の
挨
拶
、
来
賓
の

村
上
理
事
長
の
激
励
の
挨
拶
の
後
、

９
時
別
分
よ
り
競
技
を
開
始
し
、

猛
練
習
の
結
果
ほ
と
ん
ど
の
選
手

が
時
間
内
に
完
成
し
た
。

大
会
終
了
後
、
役
員
・
幹
事
に

よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
結

果
、
「
技
能
競
技
の
部
」
第
１
位

砂
塚
耕
二
君
、
第
２
位
に
北
河
秀

治
君
が
、
「
建
築
技
術
の
部
」
、
宇

野
勝
義
君
が
決
定
し
、
平
成
巧
年

２
月
８
日
団
・
９
日
日
に
静
岡
県

富
士
宮
市
の
富
士
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
愛

知
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。
全

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

＊
＊
＊
総
務
委
員
会
報
告
＊
＊
＊

試
行
試
作
と
日
付
が
変
わ
る
頃
ま

で
実
施
し
た
。
後
に
選
手
や
部
員

の
方
々
に
は
、
こ
う
い
っ
た
技
術

交
流
が
先
々
技
能
士
取
得
等
、
実

践
で
も
役
立
つ
事
で
あ
ろ
う
。
競

技
大
会
の
目
的
と
し
て
い
る
基
本

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

小
生
も
３
年
前
出
場
の
機
会
に

恵
ま
れ
た
が
、
何
処
に
線
を
引
き
、

拍
子
木
で
何
処
を
ど
う
叩
く
と
角

が
出
る
か
、
ま
た
丸
く
な
る
か
悩

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
又
、
最
近
で

は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
炭
火
で

の
半
田
鐙
と
の
格
闘
な
ど
、
日
頃

出
番
の
な
い
技
術
を
互
い
に
磨
き
、

継
承
し
て
行
く
の
に
大
変
良
い
機

会
だ
と
思
う
。
あ
と
は
最
後
の
仕

上
げ
に
全
国
大
会
優
勝
者
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
残
る
正
月

休
み
の
１
週
間
余
り
を
自
宅
で
練

知
多
青
年
部
に
お
い
て
、
第
型

回
全
国
青
年
部
建
築
板
金
技
能
競

技
大
会
の
愛
知
県
予
選
を
目
ざ
し
、

選
手
と
部
員
を
交
え
て
の
合
同
練

習
会
を
開
催
し
た
。

選
手
は
毎
年
２
名
を
選
出
し
て

き
た
が
、
今
年
は
知
多
支
部
長
の

子
息
「
蟹
江
力
也
君
」
１
名
と
な
っ

た
。
実
務
経
験
５
年
余
り
で
技
能

士
資
格
も
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
若
手

を
代
表
と
し
た
。
ｎ
月
中
頃
に
今

国
大
会
で
は
、
立
派
な
成
績
を
収

め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

出
場
選
手
（
敬
称
略
）

技
能
競
技
の
部

砂
塚
耕
二
（
岡
崎
）
・
北
河
秀
治

（
東
三
）
・
蟹
江
力
也
（
知
多
）
・

山
口
良
二
（
一
宮
）

建
築
技
術
の
部

宇
野
勝
義
（
岡
崎
）

県
板
青
年
部
宇
野

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
知
多
青
年
部
」

県
青
年
部
建
築
板
金
競
技
大
会

ｌ
愛
知
県
大
会
Ｉ

陸
真
剣
に
製
作
に
取
り
組
む
選
手
達



傍
半
田
付
に
挑
戦
す
る
参
加
者

板(3)平成１５年２月１５日 第３７９号

浬謹

し
懇
親
会
風
景

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
（
池

田
隆
会
長
。
池
田
商
店
社
長
）
は

一
月
九
日
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
於
い
て
恒
例
の
「
新
年

賀
詞
交
歓
会
」
を
開
催
さ
れ
た
。

愛
知
県
板
に
も
毎
年
来
賓
と
し

て
お
招
き
が
あ
り
叩
邪
長
、
副
理

蛎
艮
、
聯
務
刷
災
の
四
名
が
出
席

し
た
。開

会
前
か
ら
会
場
に
は
、
問
屋

会
正
会
員
、
メ
ー
カ
ー
商
社
の
賛

助
会
員
、
来
賓
の
総
勢
百
三
十
名

余
が
参
架
し
て
新
年
の
挨
拶
や
今

年
の
経
済
怖
勢
な
ど
、
久
々
の
出

会
い
に
健
勝
を
た
た
え
合
い
和
や

か
な
中
に
も
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

五
時
三
十
分
、
水
野
逆
営
委
員

の
総
合
司
会
で
開
会
さ
れ
、
挨
拶

に
立
っ
た
池
田
会
長
は
「
長
引
く

吐中

伊
あ
い
さ
つ
す
る
池
田
会
長
陰
鏡
割

川
Ｉ
愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
Ｉ
川

関
心
を
持
ち
、
微
力
で
は
あ
る
が

役
に
立
て
れ
ば
と
感
じ
た
。

東
三
松
浦

多
少
戸
惑
い
が
あ
っ
た
も
の
の
、

宴
が
進
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ

て
く
れ
ば
、
席
を
離
れ
気
の
合
っ

た
仲
間
ど
お
し
楽
し
そ
う
に
グ
ラ

ス
を
交
わ
し
て
い
た
。

途
中
、
東
三
恒
例
の
福
引
大
会

で
豪
華
⑭
景
品
を
手
に
し
た
後
、

昨
年
時
間
の
都
合
で
出
来
な
か
っ

た
カ
ラ
オ
ケ
も
入
り
、
気
が
付
い
た

時
に
は
中
締
め
の
時
間
と
な
っ
て
い

た
。
定
刻
は
少
々
オ
ー
バ
Ｉ
し
た
も

の
の
二
村
豊
東
三
相
談
役
の
三
本

締
め
に
て
無
事
、
宴
は
終
了
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

冬
一
番
の
寒
波
の
為
雪
の
舞
う
中

御
出
席
頂
き
ま
し
た
来
賓
の
方
々

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
三
松
浦

職
業
能
力
開
発
施
設
及
び
認
定
職

業
訓
練
実
施
事
業
所
・
団
体
の
訓

練
生
の
実
習
作
品
の
発
表
等
を
す

る
事
に
よ
り
、
県
民
の
方
々
に

「
職
業
訓
練
」
を
理
解
し
、
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
為
に
毎
年
こ
の

時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
は
じ
め
て
訓
練
展
を
見

学
し
た
が
、
土
・
日
返
上
で
会
場

に
詰
め
、
又
ふ
だ
ん
は
、
ほ
と
ん

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
生
徒
の
指
導

に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
る
指
導

経
済
不
況
に
あ
え
ぐ
日
本
を
は
じ

め
世
界
を
取
り
巻
く
現
状
は
混
沌

と
し
た
険
し
い
情
勢
に
あ
る
。

デ
フ
レ
の
最
悪
状
態
か
ら
の
回

復
は
今
年
も
期
待
は
持
て
な
い
中

で
唯
一
中
部
地
区
は
、
国
際
空
港

と
愛
知
万
博
関
連
の
ビ
ッ
グ
な
企

画
が
進
行
中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に

あ
や
か
れ
る
状
況
に
期
待
し
た
い
。

今
年
は
何
事
に
も
挑
戦
・
実
行
を

目
標
に
し
た
一
年
で
努
力
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
賛
助
会
員
代
表
と
来
賓

代
表
の
祝
辞
の
後
、
こ
れ
ま
た
恒

例
の
各
界
代
表
五
人
衆
に
よ
る
鏡

割
り
で
会
場
の
雰
囲
気
が
一
気
に

盛
り
上
が
っ
た
。
祝
宴
に
入
り
出

席
者
は
会
場
を
移
動
し
な
が
ら
杯

を
交
わ
し
合
い
歓
談
の
輪
が
広
が
っ

の
幸
運
を
賞
賛
し
て
頂
い
た
。

こ
の
後
、
万
歳
三
唱
と
内
田
会

計
担
当
の
閉
会
の
辞
で
終
駕
と
な
っ

た
が
、
若
さ
と
活
力
み
な
ぎ
る
経

営
者
集
団
の
新
鮮
な
「
新
年
賀
詞

交
歓
会
」
の
企
画
は
参
加
各
社
一

致
団
結
を
再
確
認
し
た
大
盛
会
で

あ
っ
た
。

南
藤

１
月
弱
日
幽
・
妬
日
㈲
両
日
、

名
古
屋
。
西
三
河
・
東
三
河
の
３

会
場
に
て
、
第
妬
回
愛
知
県
職
業

訓
練
展
が
開
催
さ
れ
た
。
妬
日
の

午
後
、
東
三
河
の
会
場
と
な
っ
て

い
る
県
立
東
三
河
高
等
技
術
専
門

校
に
出
掛
け
て
み
た
。

会
場
で
は
各
科
毎
の
ブ
ー
ス
が

あ
り
、
実
習
作
品
の
展
示
や
即
売

が
さ
れ
て
い
た
。
午
後
と
い
う
事

も
あ
っ
て
、
一
般
の
方
々
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
加
時
の
開
始
時

に
は
行
列
の
で
き
る
程
の
賑
わ
い

だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

建
築
板
金
科
で
は
、
ち
り
と
り
。

バ
ケ
ツ
・
黒
板
・
一
輪
差
し
・
水

差
し
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
が
、

値
段
が
皿
円
～
と
安
価
な
為
か
、

当
日
分
は
ほ
と
ん
ど
完
売
し
て
い

た
。
又
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
一

般
の
人
々
に
水
差
し
の
半
田
付
け

を
指
導
し
、
出
来
上
が
っ
た
水
差

し
は
無
料
で
さ
し
あ
げ
て
い
た
為

人
気
を
集
め
て
い
た
。

こ
の
訓
練
展
は
、
県
内
の
公
共

た
。
今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
、
数

字
が
出
る
ご
と
に
会
場
全
体
を
巻

き
込
ん
で
一
喜
一
憂
。
リ
ー
チ
・

ビ
ン
ゴ
の
声
に
大
騒
ぎ
。
童
心
に

返
っ
た
よ
う
に
楽
し
く
賑
や
か
な
ひ

と
と
き
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
小
生

「
一
等
賞
‐
｜
を
引
き
当
て
新
年
早
々

鐸
第
妬
回
愛
知
県
職
業
訓
練
展
鐸

噂

辱
旦
Ｉ

．
”
・
蛍
・

唖
詰
手
蔀
一

竿

平
成
巧
年
東
三
支
部
新
年
懇
親

会
が
１
月
５
日
日
、
豊
橋
駅
の
ホ

テ
ル
ァ
ソ
シ
ァ
天
湖
西
の
間
で
開

催
さ
れ
た
。

当
日
は
来
賓
と
し
て
愛
知
県
板

村
上
章
理
事
長
を
は
じ
め
西
俣
章

西
三
板
金
連
合
会
長
、
細
野
清
尾

張
板
金
連
合
会
長
、
本
田
勝
久
豊

橋
大
工
組
合
組
合
長
の
他
、
豊
会

の
株
式
会
社
ウ
チ
ダ
、
マ
ル
サ
ン

金
属
建
材
株
式
会
社
の
両
社
長
様

に
も
御
出
席
頂
き
、
総
勢
帥
名
近

い
盛
大
な
も
の
に
な
っ
た
。

吉
田
万
作
東
三
支
部
長
の
挨
拶

に
続
き
、
村
上
県
板
理
事
長
は
じ

め
来
賓
の
方
々
よ
り
御
挨
拶
を
頂

い
た
後
、
マ
ル
サ
ン
金
属
中
西
社

長
の
乾
杯
の
発
声
で
宴
に
入
っ
た
。

今
回
、
は
じ
め
て
テ
ー
ブ
ル
形

式
の
新
年
会
と
し
た
為
、
最
初
は

．
：
・
・
醤
ｊ
蛍
：
雲
汁
哩
懲
蕊
癖
蕊
蕊

員
の
皆
様
に
は
、
同
じ
板
金
屋
と

し
て
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で

あ
る
。
自
分
も
今
後
、
訓
練
校
に

愛

し
あ
い
さ
つ
す
る
吉
田
支
部
長

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

§
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昨
年
十
二
月
十
日
㈹
、
三
重
県

の
双
鈴
関
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

て
、
第
二
回
目
と
な
る
津
島
支
部

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

組
合
員
七
名
に
、
問
屋
の
㈱
カ

ネ
ブ
ン
専
務
の
中
島
忠
雄
氏
に
参

加
い
た
だ
き
、
計
八
名
、
２
パ
ー

テ
ィ
ー
で
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
日
は

曇
り
空
で
時
折
小
雨
が
降
る
中
、

親
睦
を
深
め
な
が
ら
楽
し
い
一
日

を
過
ご
せ
た
。

プ
レ
イ
終
了
後
、
地
元
の
料
亭

に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

優
勝
は
、
早
川
重
寿
さ
ん
。
㈱

カ
ネ
ブ
ン
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
が
贈

呈
さ
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
三
月
に
第
三
回

一
月
二
十
九
日
㈱
晴
寒
い

三
七
九
号
編
集
委
員
会

広
報
委
員
九
名
出
席

午
後
三
時
開
会
五
時
半
閉
会

碧
南
支
部
は
１
月
躯
日
㈱
に
太

子
誌
と
総
会
を
開
催
し
た
。
組
合

員
銘
名
中
羽
名
が
出
席
し
、
来
賓

と
し
て
村
上
理
事
長
、
西
俣
西
三

板
金
連
合
会
長
、
青
島
事
務
局
長

が
臨
席
さ
れ
た
。

太
子
諦
は
仏
僧
を
ま
ね
き
、
木

彫
り
の
聖
徳
太
子
像
を
祭
り
、
そ

の
像
の
由
来
が
沓
か
れ
た
掛
け
袖

と
、
大
正
７
年
か
ら
現
在
ま
で
に

亡
く
な
っ
た
先
輩
の
名
が
書
か
れ

た
掛
け
軸
を
掛
け
て
追
弔
法
要
を

瀞
津
島
支
部
》
ゴ
ル
ブ
大
会
鶏

一
碧
南
支
部
新
役
員
を
選
出
一

津
島
支
部

春
日
井
支
部

ｎ
日
新
年
会
羽
名

妬
日
役
員
会
４
名

津
島
支
部

５
日
津
島
神
社
安
全
祈
願
祭

及
び
新
年
会
狸
名

犬
山
支
部

過
日
定
例
会
過
名

西
春
支
部

ｎ
日
新
年
会
記
名

・
平
成
過
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て

碧
南
支
部

理
日
太
子
識
及
び
総
会

鯛
名

豊
田
支
部

ｎ
日
役
員
・
班
長
会
廻
名

型
日
組
合
四
役
会
６
名

・
第
灯
回
通
常
総
会
に

つ
い
て

西
尾
支
部

肥
日
青
年
部
総
会
岨
名

Ⅳ
日
役
員
会
Ⅳ
名

・
総
会
準
備
他

館
日
総
会
訂
名

東
三
支
部

５
日
定
例
会
記
名

新
年
懇
親
会
嶋
名

蝿
日
青
年
部
定
例
会
８
名

妬
日
三
役
会
６
名

・
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア
ー

及
び
親
睦
旅
行
に
つ

い
て

県
板
青
年
部

５
日
全
国
建
築
板
金
競
技
大

会
・
愛
知
県
予
選

．
：
．
．
．
．
．
：
ソ
．
．
：
．
．
目
．
．
●
ソ
・
知
●
言
ゾ
。
．
．
．
・
ソ
。
．
．
．
．
．
．
／
，
．
…
し
．
｜

に
顔
を
会
わ
せ
る
方
も
い
た
。

本
殿
に
入
り
、
約
三
十
分
程
で

御
祈
祷
を
受
け
、
最
後
に
御
神
酒

を
い
た
だ
き
、
無
事
今
年
の
安
全

祈
願
祭
を
終
え
た
。

そ
の
後
、
津
島
神
社
近
く
の
料

亭
「
魚
し
ま
」
に
場
を
移
し
、
平

野
支
部
長
が
昨
年
の
報
告
を
し
雨

又
本
年
は
支
部
旅
行
が
計
画
さ
れ

て
い
る
の
で
、
場
所
等
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
三
名

が
参
加
し
宴
会
が
始
ま
る
。

や
は
り
女
性
が
加
わ
る
こ
と
で

場
も
盛
り
上
が
り
、
み
な
さ
ん
終

始
笑
顔
で
目
尻
が
垂
れ
、
仕
事
の

こ
と
も
忘
れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご

せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

最
後
に
一
本
締
め
に
て
閉
会
と

な
り
、
新
年
会
を
終
え
た
。

津
島
猪
飼

熱
田
南
支
部

肥
日
定
例
会
９
名

緑
支
部

製
日
役
員
会

・
総
会
の
打
合
せ

尾
張
板
金
連
合
会

妬
日
理
事
会

一
宮
支
部

田
・
加
日青

年
部
新
年
会
妬
名

躯
日
支
部
役
員
会
肥
名

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か

数
年
前
の
正
月
、
河
田
君
（
現

全
板
連
青
年
部
長
）
に
突
然
問
わ

れ
た
。
当
時
別
才
位
の
私
は
そ
れ

に
答
え
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

如
代
半
ば
ま
で
は
私
に
も
二
つ
夢

が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
つ
は
夢
物

語
と
な
り
、
も
う
一
つ
は
ほ
ぼ
現

実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
落
ち
込
ん
で
い
て
元

気
が
無
か
っ
た
。
今
年
の
年
賀
状

で
友
人
に
「
今
年
は
元
気
を
出
し

て
ガ
ン
バ
リ
ま
す
」
と
書
い
た
。

し
か
し
、
ど
う
し
た
ら
元
気
に
な

れ
る
か
迷
っ
て
い
た
。
そ
の
時
頭

に
浮
か
ん
だ
の
が
河
田
君
の
問
い

で
あ
る
。
そ
う
だ
、
新
し
い
夢
を

持
と
う
。
実
現
可
能
な
楽
し
い
夢

を
捜
そ
う
。
途
中
で
不
可
能
と
思
っ

た
ら
、
又
新
し
い
夢
を
求
め
た
ら

い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
気
楽
に
行
こ

一
つ
０

が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で
す
ｃ

津
島
猪
飼

行
っ
た
。

そ
の
後
総
会
に
移
り
、
ｕ
年
度

の
経
過
報
告
、
会
計
報
告
が
承
認

さ
れ
、
技
能
士
会
と
青
年
部
の
活

動
が
報
告
さ
れ
た
。
今
回
は
役
員

の
改
選
が
あ
り
、
選
挙
の
結
果
次

の
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

支
部
長
梶
川
恭
一

副
支
部
長
中
尾
隆

会
計
杉
浦
均

レ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
表
彰
式
で

記
念
撮
影

‐
Ｉ
１
１
１
１

曇
》
》
Ｅ

・
謬
涛

マ
ン
ぷ

む
●
愈
詞
群

範

１
月
各
支
部
の
動
き

碧
南
高
橋

名
古
屋
板
金
連
合
会

岨
日
熱
田
神
宮
安
全
祈
願

新
年
祝
賀
会
・
理
事
会

千
種
支
部

姐
日
三
役
会
２
名

期
日
支
部
会
４
名

・
今
年
度
の
活
動

中
村
支
部

幻
日
新
年
懇
親
会
ｕ
名

私
の
新
し
い
夢
ｌ

「
加
年
後
位
に
二
人
で
南
太
平
洋

の
島
々
を
客
船
で
の
ん
び
り
ク

ル
ー
ズ
を
し
た
い
」

高
橋

馬
園
匿
園

ヴ
．
。
。
ン
。
．
即
ソ
・
・
ソ
…
。
．
ソ
．
．
．
．
、
ソ
・
‘
：

一
月
五
日
、
時
折
奉
三
が
降
る
中
、

津
島
神
社
に
於
い
て
、
一
年
の
安

全
を
願
い
毎
年
恒
例
の
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
た
。

津
島
支
部
は
、
毎
月
五
日
に
定

例
会
を
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
普

段
は
半
数
以
下
の
組
合
員
し
か
出

席
し
な
い
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は

殆
ど
の
組
今
昌
貝
が
参
加
し
て
、
久
々

｜
安
全
祈
願
祭
〈
新
年
会
》

し
安
全
祈
願
を
願
っ
た
組
合
員


